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平成１７年度
岩手県工業技術センター事業計画

平成１７年 ３月１８日

所 長

定員 70名

予算 1,117百万円
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6. 知的財産権

7. 外部機関との連携
8. 環境管理（ISO14001・安全衛生管理）
9. 付属資料（来訪者数のトレンド等）
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【産業振興と県政課題解決】【【産業産業振興と県政課題解決振興と県政課題解決】】

成果の移転・普及
ニーズ把握

企 業
（新製品開発・技術力向上）

【マーケットイン・投資対効果・スピード】
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ⅠⅠ 工業技術センターの使命工業技術センターの使命

Ⅱ 事 業 方 針
１．現状認識

（１）県内の経済情勢

① 関東自動車工業㈱様での大増産に伴う産業振興

② 花巻空港滑走路の２,５００メートル化に伴う海
外路線の拡大

③ ＮＨＫ大河ドラマ「義経」効果による観光客の
増加。

（２）平成17年度県の財政（7,671億 6,500万円）
H16当初予算比 ▲1.6%
４年連続のマイナス規模

依然として厳しい状況

しかし、産業界全体としては、依然として苦戦
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（３）平成17年度商工労働観光部業務方針

２１世紀型の新しい産業先進県

• 自動車産業関連の集積を通じたものづくり
基盤の構築

• 多様な連携・交流による産業ネットワークの構築

• いわての特性を活かした食品関連産業の振興

• 県内産業の国際化の促進

（４）当センターの現状

① 支援業務－量から質への転換

② 研究業務

H14－ 種蒔き

H15－ 政策形成プロジェクト事業として 芽を出す

H16－ 花を咲かせる（4/10 プロジェクト終了）

H17－ 花を咲かせつつ、新たな種蒔き

（6/10 プロジェクト終了、新規主要研究７件）
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③ 節減・増収努力見返り予算（ﾒﾘｯﾄｼｽﾃﾑ）の活用

H16.9補正 ：4,300万円

H17               ：4,000万円

・ お客様の不便解消 ： ダイヤルインシステム（H16）

・ 「売れてなんぼ」の支援 ： 市場化支援事業（H16 「和音」等、H17）

・ 機器整備
研究開発設備の導入（H16 「高周波プレス」等）
依頼分析用機器の更新（H17）

・ お客様の戦略的獲得 ： 顧客管理システム（H17）

・ 所内競争型研究創設

シーズ型基盤研究（H17）、 競争型テクノブリッジ共同研究（H17）

H15節減・収入増

④職員貢献度評価

・H16 －研究員（研究部長除）を対象に試行

○第一評価：担当部長→部員面接により貢献度把握

○第二評価：副所長 →部長面接で部間調整

○内 容：５業務（支援、研究等）を加点評価

（６／末）、全員に結果を報告。

評価システムは概ね妥当。更に、改善を

図りながら運用を継続。

・H17－総務、企画、管理者等へ拡大
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（１）当センター発の技術や開発製品の市場化支援強化

①“どんなに素晴らしい支援･研究でも売れてなんぼ”

（特に、Ｈ１６、Ｈ１７終了の１０研究

プロジェクトについて追跡）

② デザイン部門は、企業ニーズを的確に捉え、各部横断的な

取り組み

③ 産業振興課、観光経済交流課、（財）いわて産業振興

センター等との協力体制強化

２．基本方針

（２）連携拡大による新たな技術、産業創出

① 海外も視野に入れた北東北など広域連携の推進

• 大連経済事務所開設に伴う海外連携

• 初の青森、秋田、岩手３県公設試人事交流の実現

② 産学官＋地域連携の推進

・ 地域と連携した産学官交流会等開催

③ 個別プロジェクト（酸化亜鉛、自動車、ものづ
くり革新事業ほか）の産業クラスター化
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① いわて型独法化を目指す

② 独法化専任職員の配置

③ 中期計画の策定

技術ロードマップ

企業ニーズアンケート

顧客リスト作成

（３）地方独立行政法人化に向けた
強固な体制作り

独法化の概要

・予算繰越

・組織改編

パフォー
マンス
向上

独法センター

H18.4予定②専任2名増
①公務員型

③ドキュメント

②中期計画

①いわて型岩手県庁

工技
センター

県庁ルール
のしばり

お
客
様
サ
ー
ビ
ス
向
上

岩手県庁

改善

独自ルール

事業報告

＜例＞

・機器の持出貸付

・研究員派遣

知事

理事長

中期目標
交付金
（人件費・事業費）
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地域技術ロードマップ（表面改質技術）担当部： 材料技術部

技術分野：表面改質技術

Ｈ１３ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ２０ Ｈ２２

膜
厚
（
μ
ｍ
）

年 度

蒸着法による超撥水被膜形成

鉄鋼材料製品を中心とした熱可
塑性樹脂、ゴム金型への応用

フィルム成型
(フィルムが高価）

成型材料への離型剤添加

フッ素樹脂含有Niめっ
き技術・シランカップリ
ング剤処理、DLCなど

0.1

1.0

○最終目標
離型・防汚・超撥水・防雪等の
表面改質技術のCOE形成

離型剤を塗布しながらの成型
・歩留まり多い
・生産性が悪い

（２００1） （２００５） （２０１０）

多種多様材質への展開・ナノ薄
膜による高精密金型への応用

離型膜
付与に
よる表
面改質

機能を長期維持する薄膜
三次元架橋ナノ有機薄膜形成技術

0.01 離型技術の利用例（平成１５年度～）

防汚・超撥水技術の展開例（平成１８年度～）

防錆（平成１６年度～） 防雪（平成２０年度～）

金型

最適表面設計とその
表面改質技術による
新規用途開発

作成日：平成1７年2月2１日

全国レベル

地域レベル

技術シーズ
トリアジンチオールによる

薄膜技術

地域技術ロードマップ （食品機能開発）

作成日：平成1７年2月24日担当部：食品技術部

技術分野：食品機能開発

Ｈ１３ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ２０ Ｈ２２

年 度

機能性利用食品

一般食品

○最終目標
（技術の到達点）
・機能性利用食品の開発
・用途別の食品の開発

成果の応用商品イメージ

従来の微生物利用

（２００1） （２００５） （２０１０）

健康イメージ
＋微生物利用

機能性評価技術

微生物・酵素の利用技術食品プロH15～17

雑穀

ﾔﾏﾌﾞﾄﾞｳ

一般食品

（調味料・酒）

特定保健用食品
制度の改正

生活習慣病の
効能へシフト

機能性が付加された
一般食品の開発

・規格基準型の食品
・エキス、乳酸菌飲料など

食品機能性研究の
推進方針

機能性として酸化ストレス
に重点化

・岩手食材と融合させた機能性食品
・ドリンク剤など特殊食品
・高齢者向け、長期摂取に効果のあ
る疾病用食品

変換・強化技術

糖尿病予防評価 酸化ストレス評価

全国レベル

地域レベル
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３．行動指針

（１）すべてをお客様の視点で

（“マーケットイン”思想の深耕）

（２）投資と効果の明確化

（３）スピードを重視し、

守りから攻めへの転換

1.組織･人事 Ⅲ 事業計画

７名

所　　長　

○組　　織

電子機械技術部

９名

４名

１１名

９名

○人員６９名

総務部

人数
－部長含む－

８名

材料技術部

醸造技術部

食品技術部

１１名

５名

環境技術部

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ

副所長兼連携研究主幹
（企画・連携）

副 所 長
（総務・独法化）

副 所 長
（技術）

計量検定部
（総務部長が部長を兼務）

企画デザイン部

プロジェクト研究推進監

１．独法化体制及び連携機能強化→担当副所長を配置
２．デザイン部門を顧客ニーズに直結→企画部門に統合、連携担当者を設置
３．企業訪問ニーズ・県政課題に迅速対応→環境技術部新設
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２．予 算

　年度別最終予算（案）

項　目 比　較

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 Ｂ－Ａ

人件費 601 50.5% 571 54.2% 559 54.3% 559 49.0% 586 52.4% 27

129 10.9% 129 12.3% 121 11.8% 160 14.0% 137 12.3% △ 23
(12)

142 12.0% 92 8.7% 164 16.0% 189 16.6% 191 17.1% 2
(9) (13)

15 1.3% 20 1.9% 29 2.8% 21 1.8% 23 2.0% 2
(3) (6)

303 25.4% 241 22.9% 156 15.2% 190 16.7% 135 12.0% △ 55
(19) (21)

計量検定 22 1.9% 18 1.6% △ 4

独法準備 27 2.4% 27

1,190 100.0% 1,053 100.0% 1,029 100.0% 1,141 100.0% 1,117 100.0% △ 24

(43) (40)

職員数 1

（注1）Ｈ１７は当初予算額（案）
（注2）カッコ書き部分は、節減・増収努力見返り予算（内数）

（単位：百万円）

70

Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６   A Ｈ１７  B

68 66 66 69

設備整備

合計

庁舎管理

研　究

技術支援

Ｈ１７当初予算（案）の特徴
• 総予算は、前年比－2.1％（ＺｎＯ関連設備整備の減等による）

• Ｈ１８の地方独立行政法人への移行に向け、準備経費として２７百万円を予算措置

• 研究費は過去５年間で最大

• 設備整備費は過去５年間で最低

工業技術センター予算年度別推移

0

2

4

6

8
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12

14

Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７

年度

億
円

独法準備

計量検定

設備整備

技術支援

研　究

庁舎管理

人件費
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３．支援業務

（1） 技術相談

① H16実績：2,254件（目標： 2,300件）
・企業訪問の重点化及び熟練研究者の異動等により前年に比べ減少

・現状の相談カードでは同一企業における相談履歴の追跡が困難

② H17計画：2,500件（前年度比：+  9%）
・企業支援システム（H16.10導入）による相談履歴情報の所内共有化

・ダイヤルインによるサービスの向上

・ダイレクトメールによるセンター業務のＰＲ

（２）企業訪問

① H16実績：310社 390件 （目標：300社）

100社
（新規）

重点支援企業
（約1,000社）

H14、15：訪問企業

200社
（再訪）

＋選択と集中！

その結果

＜次年度要望＞
H14：14件
H15：36件
H16：77件

42社（全体の14％）115件
＜効果＞
・現場支援の充実（内容、スピード）
・センター人材の総合活用の促進
・共同研究化へのスピードアップ

課題：外部資源の活用（経営、知財、開発資金）

共同研究要望の増加年度内繰り返し訪問の増加



11

0

100

200

300

400

500

600

700

H12 H13 H14 H15 H16 H17

年度

企
業
訪
問
件
数
（
件
）

② H17計画：300社（400件）
・ 「ご用聞き」から「パートナー」への関係構築

年度内再訪問分

技術、人材
経営・知財
開発資金

技術、人材 ＋

※地域支援機関との連携強化が必須

（他機関との同行、年度内再訪問の積極実施、地域産業・業界ニーズの把握）

～Ｈ16 Ｈ17～

（３）人材育成

(3)-1 テクノブリッジ推進事業

① H16実績

・ ４月１日事業開始（４ヶ月早期化、成果移転の迅速化に対応）

・効果の把握（３年連続参加企業８社の回答）

○利用目的： 新製品開発、製造技術開発、データ収集 の順

○効 果 ： 目的達成度８４％、費用対効果約５倍（１億円）

② H17計画

・満足度、企業要望が高い長期の受入数を増加

・高額（約１００万円）対応の枠新設、大型・高度課題の対応強化。

テクノブリッジ件数

H14 H15 H16 H17（目標）

長期（件） 33 43 34 40

短期（件） 27 28 30 25

講習会等（回） 17 17 14 15
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（３）－２ 研修生受け入れ

①Ｈ16実績
・ 学生については、センター主導テーマへの受け入れ優先

・人材養成をしつつマンパワー補強で研究スピード化

② Ｈ17計画
・学生の受入は大学と共同研究契約を締結し、研修生から

共同研究員へ移行

研修生受入数

H14 H15 H16 H17
（目標）

4 6 5 5

センター主導 0 4 8 4
外部主導（イン
ターンシップ）

15 21(6) 5(3) 5(3)

19 31 18 14

研修生派遣元/派遣目的

企業・自治体

大学

計

（４）起業化支援
（高度技術者起業化支援事業＝工業技術ｾﾝﾀｰ発ﾍﾞﾝﾁｬｰ）

① H16実績
県内で起業を目指す技術者２名を受入、H16.6から事業開始

○ 原田氏：硼化物超伝導体を用いた超伝導ﾃﾞﾊﾞｲｽの開発
• SQUID等への応用技術を確立、国際特許出願予定
○ 大宮氏：乾式ﾄﾘｱｼﾞﾝﾁｵｰﾙ皮膜によるﾓｰﾙﾄﾞ金型の離型性改善

• 電子部品関連ﾓｰﾙﾄﾞ成型金型の長寿命化を目指し成膜研究中
② H17計画

起業ﾊﾟｰﾄﾅｰとﾕｰｻﾞｰ確保のための産産連携、制度資金導入によ

る研究と事業化の支援

○ 原田氏：ﾃﾞﾊﾞｲｽ試作とﾕｰｻﾞｰによる評価、海外展開検討

○ 大宮氏：実製品による耐久性試験と品質保証技術の確立

・経営面については（財）いわて産業振興ｾﾝﾀｰが支援
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（５） 設備開放
（５）－１ 設備利用

① H16実績 726 件（目標：720 件） 6,101 千円 （目標： 6,200 千円 ）

• ２４H機器設定、料金見直(単価１００円単位)で利便性向上

• 寿命試験機器（熱衝撃等３７％）、分析機器（蛍光X線等３５％）が主なもの

② H17計画 800 件 （前年比 + 10%） 6,820 千円（前年比 + 10%）

• 分析機器等講習会開催で利用拡大

• 企業訪問・ダイレクトメールによるPR
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900
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用
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（
件
） 利用料

利用件数

利用件数及び利用料金のトレンド

（５）－2 電波暗室利用

① H16実績 73 件 （目標： 90 件）

4,160 千円 （目標： 5,000 千円）
• 青森県工技セ（暗室未設置）にPR依頼→パンフレット配布
• 利用料の変更（時間単価 8,140円→ 10,000円）
• 県外（青森、宮城）企業割合が増加傾向（H15：30％－＞H16：45％）

② H17目標 80 件 （前年度比+12%）

4,640 千円 （前年度比+11%）
• 宮城工技セにパンフレット設置依頼
• 中期計画で、１０GHｚ化検討
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5

H13 H14 H15 H16 H17　目標
年度

利
用
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）
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利
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数
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件
） 利 用 料

利用件数

電波暗室利用件数及び利用料金のトレンド
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（６）依頼試験
① H16実績

2,911件 （目標： 2,900件） 16,074千円（目標：15,000千円）

• 料金見直し(単価１００円単位)で利便性向上
• 件数100件減（大口顧客が分析機器を自社導入）
• 定量分析と定性分析（手数料の55%、件数の45％）が主なもの。
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数
（
件
）

手数料

依頼件数

依頼試験件数及び手数料のトレンド

② H17計画

3,000件 （ 前年度比 +３%） 16,000千円（前年度と同数）

・ 依頼試験班の体制強化

・ 中期計画において、人材及び設備強化の検討

目的別利用件数

公的証明
50%

ｸﾚｰﾑ対応
21%

品質管理
14%

製品開発
13%

その他
2%

理由別利用件数（重複回答含）

公的機関
30%

相談
18%費用

14%

すぐ対応
4%

近い
12%

他でできな
い
10%

他に
知らない
1%

以前から
11%

• 利用目的の調査（調査日：平成１７年２月）

公的機関としての役割、相談による支援が期待されている。

利用総件数 2,636件 回答総数 4,439件
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（７）情報提供

①ホームページでの

各種データベース公開
（試験機器情報、業務年報、研究報告、

技術情報誌など）

②情報定期便（メールマガジンの

毎月発行）

③センター利用ガイドブック

の発行、研究報告、業務年報

（CD-ROM）の配布

④技術情報誌、研究成果集の発行

岩手県工業技術センター利用ガイドブック
研究報告・業務年報（ＣＤ－ＲＯＭ）

４ 研究業務

1. プロジェクト研究 （予算額：１３０，７８６千円）

① 県政課題で重要な研究
② 部を超える研究
③ 緊急を要する研究

2. 主要研究 （予算額： ３３，１００千円）
① 予算規模が一定以上の研究
② 投入工数が高い研究
③ 補助･受託事業による研究

3. 基盤的先導的研究 （予算額： ８，６１５千円）
① 将来を見込んだ内容の研究
② 長い期間取り組む内容の研究
③ 夢のある研究
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H13～H17のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ研究・主要研究・基盤研究のトレンド

年　度 H13 H14 H15 H16 H17

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 3 3 9 10 7

主要 24 19 11 11 12

基盤 18 17 11 12 11

合　計 45 39 31 33 30

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 6.5 3.7 10.9 11.3 8.1

主要 18.2 9.7 4.5 5 7.4

基盤 3 3 3 3 3

合計(人) 27.7 16.4 18.4 19.3 18.5

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 18 37 133 189 131

主要 106 42 20 19 33

基盤 10 10 8 10 9

合　計
(百万円)

134 89 161 218 173

テーマ数

工　数

予算額

流れ：基盤先導 → 主要・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ → 主要・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ（外部資金）

◇ 研究テーマ数

テーマ数のトレンド
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◇研究予算

予算額のトレンド
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（
百
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）

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

主要

基盤

合　計
(百万円)

 政策形成プロジェクト
『予算と工数』を投入

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名 事業名 テーマ名 期　間 予算額
(千円)

財　源
工　数
(人)

ＺｎＯ
戦略的技術開発推進事
業

ＺｎＯ単結晶基板の応用に関する研究 H15～H17 102,533
（令達）
産業振興課

2.8

ﾊﾞｲｵﾏｽ
木質バイオマス消融雪シ
ステム実用化研究事業

木質バイオマス消融雪システムの開
発

H15～H17 13,230
（令達）
道路環境課

0.5

食品
いわて新ブランド食品創
生事業

バイオテクノロジーによる食品機能性
解明と加工技術開発

H15～H17 5,875 県単 2.0

環境
産廃再資源化技術開発
事業

県境不法投棄物溶融スラグの骨材利
用【新規】

H17～H18 5,348
（令達）資源循
環推進課

0.9

夢県土いわて戦略的研
究推進事業

新素材鋳鉄粉末を活用した高機能軽
金属複合材料の開発

H15～H17 2,000
（令達）
科学技術課

0.5

Co基耐熱合金を用いた耐熱バネの開

発
H16～H17 1,000 0.4

鋳鉄からの脱マンガン・脱クロム技術

の開発
H15～H17 800 1.0

130,786 8.1

＊令達：他部局からの受託

国庫１/２

合　計

自動車
ものづくり基盤技術集積
促進事業

◇ Ｈ１７主要プロジェクト研究一覧（７テーマ）

・大半が令達（予算の約95％） ・ＺｎＯで約８割
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事業名 テーマ名 期　間 予算額
(千円)

財　源
工　数
(人)

プラスチック製低剛性製品の精密測定

技術の構築【新規】
H17 500

受託10/10

採択
0.25

鋳造複合材料の製造技術開発

【新規】
H17～H18 10,000

受託10/10

申請予定
1.2

冷害被害米の新用途開発 H16～H18 1,800
受託10/10
(東北農研ｾﾝﾀｰ)

0.3

多機能性新規ベリーの産地化技術の
確立と新加工品の開発

H16～H18 2,000
受託10/10
(東北大学)

0.1

ブランド・ニッポン創生事
業

東北地域の硬質小麦を用いた高品質
パン製品の開発

H14～H17 3,000
受託10/10
(東北農研ｾﾝﾀｰ)

0.8

NEDO産業技術研究助成
事業

鋳鉄の機械的特性に及ぼす基地組織
の定量的評価

H16～H18 1,500
受託10/10
(東北大学)

0.4

ものづくり基盤技術集積
促進事業

次世代精密金型の高付加価値化技術
の開発【新規】

H17～H18 2,300 国庫１/２ 0.5

「吟ぎんが」、「ぎんおと

め」ブランド化支援と新ブ
ランド開発事業

「吟ぎんが」、「ぎんおとめ」ブランド化
支援と新ブランド開発【新規】

H17～H18 2,000
受託1/2
(酒造組合)

1.0

新開発Co基合金の産業への応用化
技術開発

H16～H17 2,500
（令達）
科学技術課

0.2

漆液を原料とする簡易塗料と塗装技
術の開発【新規】

H17～H18 2,000
〃
申請予定

1.0

工業技術センター発開発技術・製品の
市場化支援【新規】

H17～H18 3,500 県単 1.0

未利用木材を活用した緑化用環境資

材の開発【新規】
H17～H18 2,000 県単 0.6

33,100 7.35

先端技術を活用した農林

水産研究高度化事業

合　計

夢県土いわて戦略的研

究推進事業

地域新生コンソーシアム
研究開発事業

支援・研究活動活性化事

業

◇ Ｈ１７主要研究一覧（その他：１２テーマ）

・外部資金：63％（77％令達含） ・新規：7/12テーマ（予算：67％）

◇ Ｈ１７基盤先導研究一覧（１１テーマ）

No. 研究テーマ

1 　ドライアイスペレットブラストによるトラフィックペイント剥離技術の開発

2 　画像計測システムに関する研究（仮題）　　←　自動車関連（金型）

3 　木質バイオマス燃料の燃焼特性に関する研究　←　チップボイラーのフォロー

4 　赤ワイン専用品種の選抜試験と発酵抑制原因の栽培法による改善試験

5 　ビールを使用した新しい飲料の開発

6 　清酒酵母の開発　　←　永遠の課題

7 　県北に伝わる豆みそ製造の調査

8 コンパクトＭＲＩを用いた活ウニの非破壊検査システム開発（調査事業）　『 夢 』

9 　県産小麦のパン加工技術に関する研究（ビーアシュタンゲンの多様化について）

10 　酵母香り成分の制御と発酵食品への応用

11 　県産シソ・エゴマの加工利用に関する調査および技術開発

Ｈ17.3.3現在
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◇Ｈ１７主要プロジェクト研究概要（７テーマ） 1/2

[予算] 102,533千円

（令達）産業振興課

[効果]岩手発新製品開発、新産業創
造と関連産業の集積による雇用創出

[工数]  2.8

[予算]  13,230千円

（令達）道路環境課

[効果] 林業及び工業振興、地球温
暖化防止

[工数]  0.5

[予算]   5,875千円

（一般）

[効果] 地場産品の新商品開発、健
康食品市場への参入

[工数]  2.0

[予算]   5,348千円

(令達)資源循環推進課

[効果]岩手県の重要課題である二戸
の産業廃棄物処理への貢献､環境ビ
ジネスの創出､第二ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ建設ﾃﾞｰ
ﾀ

[工数]  0.9

研究テーマ

② 木質バイオマス消融雪システムの開発 (H15～H17)

[目的]木質バイオマスエネルギー有
効利用

[内容]木質ペレットを燃料とした消融雪シス
テム用ボイラーの開発、「道の駅」の暖房と
歩道融雪の実証実験

① ＺｎＯ単結晶基板の応用に関する研究 (H15～H17)

[目的]ＺｎＯ単結晶基板の用途拡大 [内容] ＺｎＯ単結晶基板評価方法の確立と、
SAWデバイス、圧力センサや光通信用光制
御素子など応用製品の開発

④ 【新規】県境不法投棄物溶融スラグの骨材利用 (H17～H18)

[目的]産業廃棄物の有効活用 [内容]廃棄物処理施設や鋳物工場から排出
されるスラグを溶融・結晶制御により無害化・
強度化し、建設資材や舗装材として製造・利
用する技術の開発、特にシャフト炉での溶融
試験と強度不足問題の解決

③ バイオテクノロジーによる食品機能性解明と加工技術開発 (H15～H17)

[目的]「健康・安全・安心」のいわて
新ブランドの確立

[内容]地域の特産品を用い、老化や糖尿病
の防止などを目的とした機能性食品等の開
発及び麹菌発酵による調味原料を工業的に
製造する技術の確立

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名
(事業名)

ＺｎＯ

ﾊﾞｲｵﾏｽ

木質ﾊﾞｲｵﾏｽ消

融雪ｼｽﾃﾑ実用
化研究事業

戦略的技術
開発推進事
業

環　境

産廃再資源
化技術開発
事業

食　品

いわて新ブラ
ンド食品創生
事業

◇ Ｈ１７主要プロジェクト研究概要（７テーマ） 2/2

[予算]  2,000千円

（令達）科学技術課

[効果]自動車等可動部品の軽量化、
海外生産との価格競争に対抗

[工数]  0.5

[予算]  1,000千円

（国庫1/2、一般1/2）

[効果]地場企業の自動車関連等基
盤技術産業への参入

[工数]  0.4

[予算]    800千円

（国庫1/2、一般1/2）

[効果]マンガンやクロムが多く含まれ
大量に廃棄される鋼リサイクル材の
有効利用

[工数]  1.0

⑦ 鋳鉄からの脱マンガン・脱クロム技術の開発 (H15～H17)

[目的]リサイクル材を原材料とする銑
鉄鋳物の品質改善 [内容]鋳鉄溶湯に酸化剤等を添加する酸化

還元法を用いて、マンガンとクロムを除去す
る技術の開発

[目的]低コストで高性能排気システ
ムの実用化

[内容]15年度から開始した基礎研究や特性
評価を踏まえ、熱処理条件や合金組成を調
整しながら、650℃対応耐熱バネの開発

⑤ 新素材鋳鉄粉末を活用した高機能軽金属複合材料の開発 (H15～H17)

[目的]軽金属材料の耐久性向上 [内容]溶射により軽金属表面に鋳鉄などの
固体潤滑材料をコーティングし、軽くて耐久
性に優れた表面改質技術の開発

⑥ Co基耐熱合金を用いた耐熱バネの開発 (H16～H17)

研究テーマ

自動車

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名
(事業名)

⑤：夢県土い
わて戦略的
研究推進事
業
⑥,⑦：ものづ
くり基盤技術
集積促進事
業
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◇ Ｈ１７主要研究概要（その他：１２テーマ） 1/3

事業名

[予算]     500千円

（受託10/10）

[効果] ﾏｲｸﾛ成形機開発への貢献 [工数]  0.25

[予算] 10,000千円

（受託10/10）

[効果] 低ｺｽﾄ･均一硬度鋳ぐるみ材
の開発と製品の多様化

[工数]  1.2

[予算]  1,800千円

（受託10/10）

[効果]東北地域の米の安定生産に
寄与

[工数]  0.3

[予算]  2,000千円

（受託10/10）

[効果]中山間地の果樹生産振興に
加え、地域にとっての新産業創出

[工数]  0.1

研究テーマ

地域新生コン
ソーシアム研
究開発事業

①【新規】プラスチック製低剛性製品の精密測定技術の構築 (H17) 　H16採択

[目的] ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製品の高精度測定
技術の構築

[内容]低剛性ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製品の測定圧による
誤差抽出と、非接触式と接触式測定法との
相関検定

②【新規】鋳造複合材料の製造技術開発 (未定：H17～H18)　申請予定

[目的]ﾌﾟﾘﾌｫｰﾑ製造・加工技術の確
立

[内容] 鋳造法･溶融分散法･含浸法･粉末冶
金法によるｻｰﾒｯﾄﾌﾟﾘﾌｫｰﾑの作製と、それら
の機械的特性･組成･接合性･高精度加工特
性･ADI加工特性評価

先端技術を
活用した農林
水産研究高
度化事業

③ 冷害被害米の新用途開発 (H16～H18)

[目的]冷害被害米の品質特性を活
かした加工技術の開発

[内容]超高圧処理や発芽処理によるGABA
等の有用成分の変化を研究し、冷害被害米
の付加価値向上、規格外米やくず米を活用
した新用途加工食品の開発

④ 多機能性新規ベリーの産地化技術の確立と新加工品の開発 (H16～H18)

[目的]耕作放棄地あるいは遊休農地
等の有効利用と果実の自給率向上

[内容]果実中のビタミン類等多機能性成分
の解析、種子のオイル利用方法の検討、新
鮮果実及び加工品のグリケーション抑制能
など生理機能性の測定

◇ Ｈ１７主要研究概要（その他：１２テーマ） 2/3

事業名

[予算]  3,000千円

（受託10/10）

[効果]高品質パン製品の開発 [工数]  0.8

[予算]  1,500千円

（受託10/10）

[効果]自動車用高機能鋳鉄の組織
制御評価手法の開発

[工数]  0.4

[予算]  2,300千円

（国庫1/2、一般1/2）

[効果]半導体ﾁｯﾌﾟ用金型の製造、ﾍﾞ
ﾝﾁｬｰ企業立ち上げ

[工数]  0.5

[予算]  2,000千円

（受託1/2、一般1/2）

[効果]吟ぎんが・ぎんおとめ清酒の
消費拡大

[工数]  1.0

研究テーマ

NEDO産業技
術研究助成
事業

⑥ 鋳鉄の機械的特性に及ぼす基地組織の定量的評価 (H16～H18)

[目的]電磁非破壊鋳鉄検査技術の
確立 [内容]鋳鉄中の黒鉛形態やﾁﾙ組織含有率と

の定量的相関評価

ブランド・ニッ
ポン創生事業

⑤ 東北地域の硬質小麦を用いた高品質パン製品の開発 (H14～H17)

[目的]国内産小麦の消費拡大
[内容] パン用新品種「ハルイブキ」と「ゆきち
から」を従来パン用品種と混合比を変えたパ
ン製造技術の確立

[内容]「吟ぎんが」「ぎんおとめ」を用いた清
酒の米質調査(浸漬割れ対策)及び技術支
援、低ｸﾞﾙﾃﾘﾝ米試験による純米酒開発

ものづくり基
盤技術集積
促進事業

⑦【新規】次世代精密金型の高付加価値化技術の開発 (H17～H18)

[目的]梨地面形状の離形膜作製技
術の開発 [内容]100mm、300mm□ｻﾝﾌﾟﾙでの金型表

面の基礎解析と離形膜形成

⑧【新規】「吟ぎんが」、「ぎんおとめ」ブランド化支援と新ブランド開発 (H17～H18)

[目的]｢吟ぎんが｣｢ぎんおとめ｣を用
いた清酒のﾌﾞﾗﾝﾄﾞ化､消費者ﾆｰｽﾞ対
応商品開発

「吟ぎんが」、

「ぎんおとめ」ブ
ランド化支援と

新ブランド開発

事業
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◇ Ｈ１７主要研究概要（その他：１２テーマ） 3/3

事業名

[予算]  2,500千円

（令達）科学技術課

[効果] Niﾌﾘｰ理美容鋏と非磁性医療
鋏の開発

[工数]  0.2

[予算]  2,000千円

（令達）科学技術課

[効果] 低環境負荷の漆の需要拡大 [工数]  1.0

[効果]新しい県産品の販売額増加 [工数]  1.0

[効果]新規護岸ｺﾝｸﾘｰﾄの出荷額増
と自然景観保存

[工数]  0.6

支援・研究活
動活性化事
業

[内容] 当センターが開発に関与した技術や
製品を商品化するための数事例を通じた市
場化調査・分析ノウハウの蓄積

[予算]  3,500千円

夢県土いわ
て戦略的研
究推進事業

⑨ 新開発Co基合金の産業への応用化技術開発 (H16～H17)

[目的] Co基合金の研削加工技術と
切れ味定量評価技術の確立

[内容] 放電ﾌﾟﾗｽﾞﾏ焼結法などによる材料配
合検討と、理美容鋏のﾉｳﾊｳを応用した医療
用鋏の試作

⑩【新規】漆液を原料とする簡易塗料と塗装技術の開発 (H17～H18)

[目的] 速乾性及び量産化漆の商品
化

[内容] 塗料調整による短時間硬化及び量産
化の検討、合成樹脂の添加なしの検討、工
業製品等への実用化検討

⑫【新規】未利用木材を活用した緑化用環境資材の開発 (H17～H18)

[目的]緑化用環境資材の開発 [内容] 透水性ｺﾝｸﾘｰﾄに未利用材を活用して
保水性を備えた環境資材の成型技術の確立
と実証化試験

[予算]  2,000千円

⑪【新規】工業技術センター発開発技術・製品の市場化支援 (H17～H18)

[目的]技術･製品の市場展開

研究テーマ

５ 計量検定業務
（１） H１６実績
• 平成11年計量法改正で、県の必置義務消滅
• 人員削減（８人→５人）、業務削減により検定業務をセンターに
移管

• はかりの定期検査業務の指定定期検査機関委託で業務量削減

質量計

タクシーメーター

体積計

3,1984,3774,7565,1604,668検定・検査業務

１３年度

003,0623,1663,185定期検査業務

3,1984,3777,8188,2767,853計

3991,2211,6322,2231,701

27258154105

2,7723,1313,0432,8832,862
内
訳

工技センター工技センター計量検定所計量検定所計量検定所実施機関

17年度 （計画）16年度15年度14年度年度
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（２） H１７計画
H１８を目標に、検定等の補助業務を民間団体に委託準備

① 検定・検査業務を民間へ移行するための検定・検査手順

マニュアルの整備

② タクシーメーターの検定制度（技術基準）の導入による

事業者への監視強化

③ 消費者基本法第13条の「計量の適正化」に対応した
体制の整備

④ 計量研修センターによる教習受講のための体制の確保

6．知的財産権
（１） 工技センターの状況
① H16

○ 出願件数11件（目標は10件）
・都市エリア･地域コンソーシアムなど大型研究の成果

・開発要素の高い企業支援の効果

○ 実施契約5件（目標4件）、収入25万円（目標50万円）
・実施料収入はペレットストーブ目標未達成で減

出願・実施契
約件数

H13 H14 H15 H16
H17

（目標）

知財出願件数 12 10 6 11 14

実施契約件数 4 7 3 5 5

実施料収入
（千円）

17 16 250 250 500

② H17
・意識向上と特許掘り起こし
・研究報告評価時に第三者による特許可能性評価
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（２） 関連機関と連携した県民の知財意識高揚支援
① H16
○知的所有権センターとの連携
・企業訪問活用のため定期的に連絡会開催
・知的財産活用促進事業の開始（実施10件）

○ 発明協会との連携
・県内企業の知的所有権の意識高揚、発明協会の
認知度向上のため講演等で紹介
・「いわて発明くふう展」を当センターの一般公開と併催

→ 特に参加児童から好評

② H17

○知的所有権センターとの連携
・弁理士会･発明協会などと知的財産活用基礎講習会実施
・知的財産活用促進事業の拡大（目標20件）

○発明協会との連携
・「いわて発明くふう展」当センターの一般公開と併催継続

9月30日(金）～10月1日(土）
・少年少女発明クラブとの連絡会 定例化

７．外部機関との連携
（１） 大学等との連携（学との連携）

① H16実績：ｾﾝﾀｰの研究推進につながる学生受入８名

共同研究13件

② H17計画：産学官連携コーディネータ研究会の開催（新規）

（２） 産業支援機関及び産業界との連携（産官との連携）

① H16実績：地方振興局との懇談会２回開催（新規）

② H17計画：地域と連携した産学官交流会等開催（新規）

１３

１

５

７

H16

都市エリア「Co基合金」００ゼロ円

１１５計

ＺｎＯ３件、県境産廃２件６１委託研究

先端技術活用農林水産研究高度化５４受託研究

H16の例H15H14大学等の共研
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（３） 北東北公設試との連携（広域連携）

① H16実績：技術連携推進会議５回開催

② H17計画：３県公設試間で人事交流（新規、２名ずつ）

共同研究２件（新規）

（４） 競争的開発研究資金への提案支援

① H16実績：センター提案６件採択、企業提案支援４件採択

② H17計画：経産省地域新生コンソーシアム研究開発

新連携対策補助

中小企業技術革新成果事業化促進 など

１０

４

６

H16

８計

経産省、県、産業振興ｾﾝﾀｰ４不明企業支援

農水省、産総研、ＮＥＤＯ、夢県土４３センター

H16の例H15H14採択

８．環境管理（ISO14001）・安全衛生管理

（１）環境管理

① H16年 ３年目の更新審査を受け、認証された

文書体系のスリム化

審査員所見

節電等直接影響の効果大

研究・支援の成果の目標設定は、公設試として優れたシステム

② H17年 ISO14001(2004)への対応
研究成果の評価方法の検討（例：CO２抑制量）

新（代替）エネルギー、省エネ研究の検討

項　　　　　　目 H14 H15 H16 H17(目標)
環境関連テーマ割合 % 26 40 40 35
ニーズ調査（企業訪問） 610 638 370 300
化学物質保管量　：kg 4,336 3,706 3,650 3,650

産業廃棄物排出量：kg 4,224 3,468 1,788 3,000
電気使用量　：千kwh 2,416 2,280 2,142 2,400

主要な目標（実績）
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安全と健康の確保及び快適な職場環境形成促進のため

以下を実践する

① 安全衛生委員会の定期開催（4月、8月、12月）

② 所内安全パトロールの実施(6月)
③ 消防訓練の実施、緊急時対応訓練の実施（10月）
④ 交通事故･違反防止のための交通安全教育の実施（7月）

及び意識啓発(随時）
⑤ 健康診断等による健康管理の充実(随時)

事故等の区分 H13 H14 H15 H16
H17
目標

労働（公務）
災害

0 1 3 0 0

交通事故（加
害）

1 1 0 0 0

災害（事故）等の発生状状況

（２）安全衛生管理 労働災害･交通事故 ゼロの継続

９．付属資料

（来訪者数のトレンド等）
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来訪者数のトレンド

8,523

5,766

9,000

7,466
8,065

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

H13 H14 H15 H16 H17（目標）

（１）H16年度

共同研究企業が増加し研究者が来所する日数が

多くなったことにより増加

（２）H17年度

振興局との連携・タイムリーな情報提供で来訪者増加

職員表彰 

区分

年度 

岩 手 県 職 員 表 彰 

（事 績 顕 著 者） 
岩 手 県 部 局 長 表 彰 工業技術センター所長表彰 

Ｈ１４ 

・穴沢   靖 上席専門研究員

（低温環境下で使用可能な

水系下塗り塗料の開発に取

り組み、その実用化に貢

献） 

 

・齋藤   貴 主任専門研究員

・鎌田 公一     〃 

(世界最高の性能（従来の５

倍以上）を持つ超電導材料

を開発し、今後の超電導材

料技術の確立に貢献) 

・手作りﾋﾞﾃﾞｵ製作委員会（7名） 

（工業技術ｾﾝﾀｰを紹介する

ﾋﾞﾃﾞｵをﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ可能

で、コストを削減した手作り

で製作し、他の模範となる

取り組みに貢献） 

・佐々木 博昭 主任 

（機器利用手続き改善によ

る、利用件数と手数料増加

に貢献。設備補修予算の獲

得） 

・佐々木英幸 上席専門研究員

（ﾄﾘｱｼﾞﾝﾁｵｰﾙ化合物を用い

る金属とﾌﾟﾗｽﾁｯｸの直接接着

を研究開発し、本県の産業の

振興に貢献） 

Ｈ１５ 

・浪崎 安治 上席専門研究員

・有賀 康弘     〃 

・高橋 民雄 産業短大助教授

（象嵌装飾体の製造方法の

開発及び普及を行い、本県

の産業の振興に貢献）） 

・岸    敦 主任専門研究員

・伊藤 良仁     〃 

（畜産未利用資源からの有

用成分の抽出に関する研

究を行い、実用化に達する

畜肉加工用調味液の開発

に貢献） 
・三浦 通利 上席専門研究員 

・瀬川 晃児     〃 

（依頼分析業務において、ｾ

ﾝﾀｰ始まって以来、最高の

実績をあげたことに貢献） 

Ｈ１６ ・園田 哲也 専門研究員 

・堀田 昌宏 主任専門研究員

・東矢 恭明 専門研究員 

・田中 慎造 産業短大水沢校

教授 

（いわて型ﾍﾟﾚｯﾄｽﾄｰﾌﾞを、

民間企業と共同で開発し、

地域にある自然ｴﾈﾙｷﾞｰの

複合的な利用の実現に貢

献） 

 

・三浦 通利 上席専門研究員 

・瀬川 晃児     〃 

（依頼試験・分析等に専従し

企業等の支援に尽力すると

ともに、依頼試験件数及び

手数料収入の増加に貢献）

．町田俊一 特産開発 

ﾃﾞｻﾞｲﾝ部長 

地場産品へのユニバーサル

デザイン導入に関する研究・

開発を行い、企業への技術支

援、販路開拓等に貢献 

・ﾈｯﾄﾜｰｸ委員会ｺｱﾒﾝﾊﾞｰ  

（所内LANから県庁ﾈｯﾄﾜｰｸへ

のスムースな移行に貢献） 

・笹島 正彦 主任専門研究員 

（ISO14001 の更新に貢献） 

・梅澤 貴次 主事 

（特管廃棄物処理に精力的に

取り組み貢献） 

・久慈 省一郎 主任技能員 

（担当業務・職位に精励し収入

等について貢献） 
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

長期開始 決定(２次） 次年度募集開始

短期開始

夢県土
決定

・企業訪問（計画分は7月までに8割達成）要望は随時受け付け・依頼試験・技術相談・機器貸付は随時受け付け

一般公開(9/30-
10/1)

地域発表会（５ヶ
所）

県知財事業　・　弁理士普及事業　　　→　　　　　　　　　　　　　　　→　　　　　　　　　　　　　→　　　　　　　　　　　→

成果集

予
算

研
究

研究総括

ﾃｸﾉﾌﾞﾘｯｼﾞ

広
報

送付編集･発行
作成・
審査

成果発表会

研究報告業務年
報丸ごとガイド

発表会
（5/13)

支
援

センター発ベン
チャー

商工部
長

商工企
画

所内検
討

各種申
請

推進会
議

内示
評価調書・
予算書

コンソ決
定

ＮＥＤＯ
決定

企業訪問　依頼
試験　技術相談

部会 HP公開HP公開
資料作
成

産振課
外部評価・予算

要求

外部資金研究

支部総
会

知財関連事業

随時受け付け

事業継
続

報告会

北東北
連携

そ
の
他

発明協会行事

主な会議

環境ISO

安全衛生管理
消防訓練、緊急
時訓練

管理委
員会

←所長
見直し

管理委
員会

北東北
連携

管理委
員会

安衛委
員会

安衛委
員会

発明工夫
展

所内パ
トロール

全国総
会

安衛委
員会

北東北連
携

北東北
連携

北東北
連携

内部監査
管理委
員会

←外部
審査

評価委
員会

進捗評
価

報告会

←農水
決定

　 進捗評価
進捗評
価

報告会

全国表
彰推薦

北東北
連携

次年度
決定


